
































































































すること」であり ，教育の現場では「課題解決のプロセスを設計する こと」（山本 1998)であった。
この時たいていの場合，デザインする主体は指導者を示していた。事実，これまでに，私たち教
師も単元を構成し，指導にあたっては，子どもたちの学びの質が高まるように，3つの対話が行わ


































表 1は，学年段階を 3つに区切り，課題解決 ・対話 ・学び方の 3つの観点において，それぞれの
段階で子どもたちのどのような姿をめざしているのかを示している。














私たちは 1時間の授業や単元の中で行う中 ・短期的なものを中心に今年度，研究していく 。
「つなぐ」とは， 1時間の授業の中では，子どもと子ども，子どもと課題，集団と集団，子ども























こととして，子どもたちに， 「聴く」 「話す」を中心とする 「学びの作法」 （佐藤 1995) と呼ばれ










































































































3年社会 「わたしたちのくら しと商店 「スー パーマーケット」の授業。スーパーM本店店長の「お
客さんが減っていて困っている。このままだと閉店してしまうかもしれない」という言葉をうけて
「たくさんのお客さんが来てもらうためにどうしたらいいのかな？」という課題を話し合うことに


















































子ども ： （小グループでの話 し合い）
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